


№ 書名 編著者 刊行年月 ISBN  本体価格 冊数

1 文化情報学事典
村上征勝　監修／金明哲・小木曽智信・中園聡・
矢野桂司・赤間亮・阪田真己子・宝珍輝尚・
芳沢光雄・渡辺美智子・足立浩平　編

2019/12 20071 18,000

2 古代の日本と東アジア　人とモノの交流史 鈴木靖民　著 2020/7 22279 10,000
3 新羅中古期の史的研究　 武田幸男　著 2020/7 22278 12,000
4 古文書研究　第89号　 日本古文書学会　編 2020/6 22416 3,800

6 古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲　編
国立歴史民俗博物館　監修

2020/2 22272 7,800

7 日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人　編 2020/3 20073 7,000

8 歴博甲本洛中洛外図屏風の研究 小谷量子　著 2020/2 22257 10,000

5 金沢文庫古文書　喫茶関係編年資料集　 永井晋　編 2020/9 22288 10,000
11 生きるための地域史―東海地域の動態から 中村只吾・渡辺尚志　編 2020/10 22290 8,000
9 近世大名墓の考古学　東アジア文化圏における思想と祭祀 松原典明　編 2020/6 22276 12,000
10 儒教儀礼と近世日本社会　闇斎学派の『家礼』実践 松川雅信　著 2020/7 21056 10,000

12 日本近世社会と町役人 望月良親　著 2020/2 22266 6,000

13 近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容―北奥地域の事例研究 鈴木淳世　著 2020/2 22265 10,000

14 近世都市の常態と非常態―人為的自然環境と災害 渡辺浩一／マシュー・デーヴィス　編 2020/2 22267 7,000

15 江戸日本橋商人の記録―〈にんべん〉伊勢屋髙津伊兵衛家の古文書 澤登寛聡・筑後則　編 2020/3 22269 11,000

16 スイス使節団が見た幕末の日本　ブレンワルド日記1862-1867
横浜市ふるさと歴史財団・
ブレンワルド日記研究会　編

2020/6 22275 9,800

17 ロマノフ王朝時代の日露交流　 東洋文庫・生田美智子　監修／牧野元紀　編 2020/8 22286 3,800

18 甦る「豊後切支丹史料」―バチカン図書館所蔵マレガ氏収集文書より 松井洋子・佐藤孝之・松澤克行　編 2020/2 22261 12,000

19 琉球船漂着者の「聞書」世界―『大島筆記』翻刻と研究 島村幸一　編 2020/3 29197 10,000

20 新彰義隊戦史　 大藏八郞　編 2020/9 22285 7,000

21 日本建築の歴史的評価とその保存 山岸常人　著 2020/2 22268 17,000

22 日本画の所在―東アジアの視点から 北澤憲昭・古田亮　編 2020/4 27055 6,500

23 宋代中国都市の形態と構造　 伊原弘　著 2020/6 22069 4,500
24 描かれたマカオ―ダーウェント・コレクションにみる東西交流の歴史 貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇　編 2020/4 22262 22,000
25 上海におけるプロテスタント　現代中国の都市と宗教空間をめぐる変遷 村上志保　著 2020/5 21055 6,000
26 現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ　2　ナチズム・ホロコーストと戦後ドイツ　 石田勇治・川喜田敦子　編 2020/9 22513 6,000
27 現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ　3　ドイツ市民社会の史的展開　 石田勇治・川喜田敦子・平松英人・辻英史　編 2020/9 22514 6,000
28 「本読み」の民俗誌　交叉する文字と語り 川島秀一　著 2020/6 23081 3,500
29 メディアのなかの仏教　近現代の仏教的人間像 森覚　編 2020/5 21054 7,500

30 渋沢敬三とアチック・ミューゼアム―知の共鳴が創り上げた人文学の理想郷 加藤幸治　著 2020/1 22263 3,500

31 荒れ野の六十年―東アジア世界の歴史地政学 與那覇潤　著 2020/1 22264 3,200

32 日本書紀声点本の研究 鈴木豊　著 2020/3 28048 14,000

33 龍谷大学図書館蔵 黒谷上人語燈録 元亨版　翻刻および総索引 佐々木勇　主編 2020/4 28050 18,000

34 近世後期テニヲハ論の展開と活用研究 遠藤佳那子　著 2020/1 28047 8,000

35 論究日本近代語　第1集 日本近代語研究会　編 2020/3 28521 15,000

36 サハ語文法―統語的派生と言語類型論的特異性 江畑冬生　著 2020/4 28049 9,800

37 国宝　漢書楊雄伝　第五十七
京都国立博物館　原本所蔵・編
石塚晴通・上杉智英・小助川貞次　解説

2019/12 28046 35,000

38 続　岐点の軌跡　老いてなお岐点あり―老いてなお岐点あり 北原保雄　著 2020/4 28503 4,500

41 医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界 陳捷　編 2020/2 20072 12,000

42 水門―言葉と歴史　第二十九号 水門の会　編 2020/1 22443 3,500

43 本朝文粋抄　六 後藤昭雄　著 2020/2 29224 3,200

44 仙洞句題五十首・水無瀬殿恋十五首歌合　全注釈 石川一　編 2020/3 29195 10,000

39 挑発する軍記 大津雄一　著 2020/10 22292 3,800

40 江戸庶民のまじない集覧―創意工夫による生き方の智恵 長友千代治　著 2020/10 20076 6,000

45 南方熊楠と日本文学 伊藤慎吾　著 2020/3 22270 7,000

49 お伽草子超入門　 伊藤慎吾　編 2020/7 29188 2,800
51 吉田松陰と学人たち　 徳田武　著 2020/9 22291 10,000

46 幕末明治の社会変容と詩歌 青山英正　著 2020/2 29196 10,000

47 明治の教養―変容する〈和〉〈漢〉〈洋〉 鈴木健一　編 2020/1 29193 7,500

48 杜甫研究年報　3　杜甫研究年報　第三号　 日本杜甫学会　編 2020/5 29443 2,000
50 白居易研究年報　20　白居易研究年報　最終号　特集　歌舞音曲　附　日本国内白居易研究文献解題目録白居易研究会　編 2020/9 07098 9,000

52 漱石文体見本帳 北川扶生子　著 2020/1 29189 2,800

53 ビジュアル資料でたどる　文豪たちの東京 日本近代文学館　編 2020/4 29163 2,800

54 同性愛文学の系譜―日本近現代文学におけるLGBT以前／以後 伊藤氏貴　著 2020/2 29191 2,800

55 平川祐弘決定版著作集　ダンテ『神曲』講義 平川祐弘　著 2020/2 29422 10,000

56 平川祐弘決定版著作集　西洋人の神道観―日本人のアイデンティティーを求めて 平川祐弘　著 2020/3 29416 8,000

57 平川祐弘決定版著作集　東の自生観と西の創造観 平川祐弘　著 2020/3 29428 14,000

58 平川祐弘決定版著作集　開国の作法 平川祐弘　著 2020/4 29429 14,000

59 平川祐弘決定版著作集　　アーサー・ウェイリー　『源氏物語』の翻訳者　 平川祐弘　著 2020/7 29424 14,000

60 アメリカ現代詩入門―エズラ・パウンドからボブ・ディランまで 原成吉　著 2020/2 29192 3,500

61 100人の作家で知る　ラテンアメリカ文学ガイドブック 寺尾隆吉　著 2020/3 29194 2,800

◆歴史・文化財・美術史・思想史

◆事典・総記

Email info@bensei.jp

勉誠出版 注文書

FAX 03-5215-9025
※メール、FAX、郵送にてご注文を承ります。
※弊社ホームページのホーム画面上部のバナー「研究書 新刊・近刊のご案内」、もしくはお知らせ欄「研究書
新刊・近刊のご案内」より、注文書（PDFかエクセル）をダウンロードしてご記入のうえ、メールかFAXにて、お送
りください。
※メールやFAXの送り状の本文に直接ご注文内容をご記載いただくかたちでも結構です。

通信欄　※お支払い方法（公費・私費）、必要書類はこちらにご記入ください

ご送付先（氏名・住所・電話番号）

◆日本語学・言語学

◆古典文学・文学史



№ 書名 編著者 刊行年月 ISBN  本体価格 冊数

62 デジタルアーカイブ・ベーシックス3　自然史・理工系研究データの活用 井上透　監修／中村覚　責任編集 2020/4 20283 2,500

63 ライブラリーぶっくす　　司書のお仕事2　本との出会いを届けます 大橋崇行　著／小曽川真貴　監修 2020/10 20075 1,800

64 この本を書いたのは誰だ？―統計で探る“文章の指紋” 村上征勝　著 2020/4 29198 1,800

65 R・Pythonによる　統計データ科学 杉山髙一・藤越康祝　監修 2020/2 24011 2,700

66 240　六朝文化と日本―謝霊運という視座から 蒋義喬　編著 2019/12 22706 2,800

67 241　源実朝―虚実を越えて 渡部泰明　編 2019/12 22707 2,800

68 242　中国学術の東アジア伝播と古代日本 榎本淳一・吉永匡史・河内春人　編 2020/1 22708 2,800

69 243　中央アジアの歴史と現在―草原の叡智 松原正毅　編 2020/3 22709 2,400

70 244　前近代東アジアにおける〈術数文化〉 水口幹記　編 2020/3 22710 3,200

71 245　アジアの死と鎮魂・追善 原田正俊　編 2020/3 22711 2,800

72 246　和漢のコードと自然表象―十六、七世紀の日本を中心に 島尾新・宇野瑞木・亀田和子　編 2020/4 22712 2,800

73 247　移動するメディアとプロパガンダ―日中戦争期から戦後にかけての大衆芸術 西村正男・星野幸代　編 2020/4 22713 2,800

74 248　明治が歴史になったとき　史学史としての大久保利謙 佐藤雄基　編 2020/6 22714 2,800
75 249　漢学とは何か　漢唐および清中後期の学術世界 川原秀城　編 2020/7 22715 2,800
76 250　酔いの文化史　儀礼から病まで 伊藤信博　編 2020/8 22716 2,800
77 251　仏教の東漸と西漸　 荒見泰史　編 2020/9 22717 2,800
78 252　中世日本の茶と文化　生産・流通・消費をとおして 永井晋　編 2020/9 22718 2,800
79 253　ポストコロナ時代の東アジア　新しい世界の国家・宗教・日常 玄武岩・藤野陽平　編 2020/9 22719 2,800

80 第18巻　蔵書はめぐる　海外図書館の日本古典籍コレクション 編集部　編 2020/7 20718 1,800

◆書物学

◆図書館学・アーカイブ

◆統計学

◆アジア遊学
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遠
藤
佳
那
子﹇
著
﹈

日
本
語
文
法
研
究
史
を
辿
る
た
め
の
必
読
書
！

漢
文
訓
読
や
歌
論
・
連
歌
論
等
、

日
本
語
に
関
わ
る
人
々
の
関
心
事
で
あ
り
続
け
た「
テ
ニ
ヲ
ハ
」。

近
世
後
期
に
入
る
と
、国
学
者
た
ち
は
テ
ニ
ヲ
ハ
の
研
究
を
深
め
、

陸
続
と
語
学
書
や
活
用
表
が
編
ま
れ
た
。

現
代
と
は
異
な
る
範
囲
と
尺
度
を
持
つ
そ
の
活
用
表
は
、

語
学
的
な
営
為
の
結
晶
で
あ
る
と
と
も
に

歌
学
・
古
典
学
の
精
髄
で
も
あ
っ
た
。

近
世
の
伝
統
的
な
テ
ニ
ヲ
ハ
研
究
を
、

動
詞
の
活
用
研
究
と
の
関
係
か
ら
辿
り
、

近
代
的
文
法
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討
。

国
学
研
究
の
地
平
に
肉
薄
し
、そ
の
射
程
を
読
み
解
く
。

附
録
と
し
て
未
発
表
資
料
、

黒
川
真
頼『
詞
の
栞
』影
印
・
翻
刻
を
掲
載
。

【
平
成
三
十
年
度 

新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫 

刊
行
助
成
出
版
】

近
世
後
期
テニ
ヲハ
論
の

展
開
と
活
用
研
究遠

藤
佳
那
子（
え
ん
ど
う・
か
な
こ
）　
一
九
八
六
年
生
。上
智
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。博
士（
文
学
）。現
在
、

都
留
文
科
大
学
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。専

門
は
日
本
語
学
、日
本
語
学
史
。主
な
論
文
に「「
自
他
」再
考―

近
世
テ
ニ

ヲ
ハ
論
に
お
け
る
」（『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』50
、二
〇
一
七
年
）、「
明
治

前
期
の
活
用
表
に
お
け
る〈
命
令
形
〉」（『
日
本
近
代
語
研
究
』６
、二
〇
一
七

年
）、「
黒
川
真
頼
に
お
け
る『
詞
八
衢
』の
受
容
と
展
開
」（『
国
語
と
国
文
学
』

94―

７
、二
〇
一
七
年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
著
者
紹
介
﹈

国語学・日本語
ご担当者様

パターン配本は
ございません

＊「
テ
ニ
ヲ
ハ
」と
は…

助
詞
・
助
動
詞
の
こ
と
を
指
す
。「
テ
ニ
ヲ
ハ
」と
い
う
用
語
は
ヲ
コ
ト

点
の
四
隅
に
あ
る
点
が
起
源
と
さ
れ
、は
じ
め
は
漢
文
訓
読
や
和
文
の

漢
字
表
記
を
試
み
る
過
程
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た
。そ
の
一
方
で
、

歌
論
や
連
歌
論
の
世
界
で
も
和
歌
や
連
歌
を
創
作
す
る
際
に
、歌
の
出

来
を
左
右
す
る
要
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
た
め
、「
テ
ニ
ヲ
ハ
」は
最
重

要
項
目
の
位
置
を
占
め
た
。

﹇
目
次
﹈

口
絵
　
黒
川
真
頼 

草
稿『
詞
の
栞
』影
印

巻
頭
言
◎
服
部
隆

は
じ
め
に
／
序
章

第
一
部
　
完
了「
り
」の
学
説
史

　
第
一
章
　
完
了「
り
」考―

鈴
木
朖
ま
で

　
第
二
章
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り
」考―

本
居
春
庭
以
降

　
第
三
章
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自
他
」再
考

第
二
部
　
命
令
形
の
学
説
史

　
第
四
章
　「
命
令
形
」考

　
第
五
章
　
続「
命
令
形
」考―

明
治
前
期
に
お
け
る

　
第
六
章
　「
属
」考―

意
味
分
類
の
試
み

第
三
部
　
八
衢
の
系
譜

　
第
七
章
　
黒
川
真
頼
の
活
用
研
究
と
草
稿「
語
学
雑
図
」

　
第
八
章
　
黒
川
真
頼
に
お
け
る『
詞
八
衢
』の
受
容
と
展
開

終
章

お
わ
り
に

【
附
録
一
】東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
　
黒
川
文
庫
目
録〈
語
学

之
部
〉小
型
本
／
黒
川
文
庫 

小
型
本 

調
査
報
告

【
附
録
二
】黒
川
真
頼 

草
稿『
詞
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栞
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印・翻
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部
）
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詞
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打
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刻
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第１集【目次】
創刊の辞■日本近代語研究会
連語から見た『徒然草』第1部・第2部
　　―接続機能表現のプレ近代化と文体―■安部 清哉
キリシタン版辞書での同音異義と一語多義■豊島 正之
キリシタン版『日葡辞書』「序文」の二重印刷に見る編纂方針について■中野 遙
ミギテの通時的考察
　　―〈右の手〉〈右の方〉を表す周辺語句の変遷との関わりを中心に―■木川 あづさ
『雑字類編』の書き入れ語―『福恵全書』との関連を巡って―■荒尾 禎秀
『語学新書』における格理解
　　―国学の言語研究をどのように取り入れたか―■服部 紀子
明治期の漢字の「かたち」について―『天変地異』を資料として―■今野 真二
『世界商売往来』の依拠資料について■丸山 健一郎
『［校正／増補］漢語字類』における漢字字形のバリエーションについて■内田 久美子
日本における「ウラジオストク」の漢字表記■シャルコ アンナ
『言海』校正刷における漢字字体／字形について■小野 春菜
「續々金色夜叉續編」・「新續金色夜叉」の四種本文対照
　　―『讀賣新聞』、『新小説』、『紅葉全集』、『七版續々金色夜叉』―■許 哲
日本統治期台湾の初等国語教科書における一人称代名詞
　　―国定教科書との比較を通して―■山田 実樹
テキストアナリシスによる明治期日本語教科書『日語活法』の検証■伊藤 孝行
宏文学院の日本語教師編纂の会話教科書における謙譲表現
　　―『東語会話大成』を中心に―■薛 静
台湾の日本語教育月刊誌『国光』（昭和7年創刊）における投稿文の資料性
　　―誤用と誤文訂正を中心に―■園田 博文
日仏オノマトペの対照
　　―宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』とGauche le violoncelliste―■瀬川 愛美
上田万年をマンネンと呼ぶは礼か非礼か
　　―近代日本における〈名の字音読み〉習俗の人称―■三浦 直人
「わりに」「割合に」の歴史的変遷
　　―接続助詞用法と副詞用法の関連を中心に―■川島 拓馬
丁寧体否定形式「～ませんです」の動向
　　―「国会会議録検索システム」を例に―■神作 晋一
日本語教育における授受表現の効果的な教え方と
　　そこに見る日本人の「ウチとソト」感覚■木下 哲生
現代語における接続助詞的用法のトコロヲについて■佐伯 暁子
職場の会話における副詞の使用―職場談話コーパスを調査資料として―■呉 雨
「なるほど」考―応答表現としての意味・用法―■苅宿 紀子
現代語の副助詞デモの各用法について
　　―いわゆる「譲歩」「極端」と「例示」の関係について―■星野 佳之
索引／執筆者一覧 
編集後記■小野正弘
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文
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い
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細
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本
文
学
、日
本
史
学
、日
本
語
教
育
学
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表
現
論
な
ど
の
分
野
に
も
資
す
る
論
文
集
。
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統語的派生、二重対格使役文、非人称受動文などの
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